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要   旨：    

反応性酸素種は、紫外線(UV)誘発性の皮膚発がんで役割を果たすと示されてい

る。 

ビタミンE および緑茶ポリフェノールは、主にその抗酸化特性のため、マウ

スで実験的皮膚がんを減らす。 

オリーブ油も強力な抗酸化物と報告されているので、我々はUVB（B 領域の

紫外線）誘発性の皮膚発がんに対するその影響を無毛マウスで調べた。 

マウスにUVB を繰り返し照射する前または後に、ｴｸｽﾄﾗﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油を

局所的に塗布した。 

UVB 誘発性の皮膚腫瘍は、オリーブ油を塗ったマウスでUVB 対照マウスと

比べて遅れた。 

しかしUVB 照射の回数を増やすと、UVB 対照マウスとUVB 照射前にオリー

ブ油で前処理したマウス(前UVB 群)と間で、平均腫瘍数の差は失われた。 

それにひきかえ、UVB 照射後にオリーブ油を受け入れたマウス(後UVB 群)

は、実験期間中ずっとUVB 対照群のマウスよりも有意に低いマウス当たりの 

腫瘍数を示した。 

UVB 対照、前UVB 群および後UVB 群でマウス当たりの平均腫瘍数はそれぞ

れ、１番目の実験で 7.33、6.69 および 2.64、そして２番目の実験では 8.53、

9.53 および 3.36 であった。 

ツバキ油も同じ実験手順を用いて塗布したが、抑制作用が無かった。 

UVB1 回照射 30 分後に採取したサンプル中で、シクロブタン型ピリミジンダ

イマー(CPD)、(6-4)光分解生成物および 8-ヒドロキシ デオキシグアノシン(8-

OHdG)の形でのDNA 損傷の免疫組織化学分析が、UVB 照射対照マウスと  

前UVB 群との間に有意差を示さなかった。 

後UVB 群で表皮核中の 8-OHdG の値は低かったが、CPD および(6-4)光分解

生成物の生成は違わなかった。 

UVB 処理前のオリーブ油塗布は 8-OHdG 生成に対する防止作用を破棄した。 

UVB 照射後に局所的に塗布したオリーブ油はUVB 誘発性の皮膚マウス皮膚

腫瘍を効果的に減少でき、反応性酸素種によるDNA 損傷を減らすそれの抗酸化

作用による可能性がある、そして効果的なその成分はUVB に不安定な可能性が

あると、これらの結果は示している。 

 


